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1　事業の概要

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3 26,100未来を担う科学技術人材育成事業
高校生を対象とした「科学オリンピック」や中学生を対象とした「科
学の甲子園ジュニア」等の科学大会で、本県中高生が活躍できる
ような講座を開催した。

2.00 22,074 18,300

合計 7.00 51,976 43,026 46,727

8-1-2 「未来を拓く学力」の向上事業

児童生徒に確かな学力を定着させるため、全国学力・学習状況
実態調査の結果を考察し、基礎的・基本的な知識・技能を活用す
る力を身に付けられるよう各学校を支援した。また、次期学習指導
要領の実施に向けての事例収集や改訂に対応する計画に関する
理論編の執筆を行った。

3.00 6,541 5,643 3,636

3-2-7 高等学校学力向上推進事業費
学力の全般的向上のため、「学習合宿」、「信州サイエンスキャン
プ」、「信州赤ひげ塾」等、「伸びる力養成講座」を実施した。

2.00 23,361 19,083 16,991

No
プロジェクト

細事業名 29年度　実施内容（実績）
職員数 29年度 30年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

成果指標
設定理由

①、②　基礎的・基本的な知識・技能や活用する力などの確かな学力の定着度を、全国学力・学習状況実態調査の結果の考察を通して把
握するため成果目標に設定した。③　高校生の中には、学ぶ目的の喪失や学習意欲の欠如、義務教育段階の基礎学力が不十分な生徒
が存在するため、本県が独自に実施する長野県学力実態調査を通して基礎学力の定着度を把握する必要があり成果目標に設定した。

目標に対する

成果の状況

成果指標①、②については、授業において一人ひとりの実態を把握し、それに応じた支援や補充学習を行うなど、指導と評価を一体化し
た取組が十分にできていなかったり、自分の考えをまとめて文章化する力を十分に伸ばせていなかったりすることなどにより、目標未達成と
なった。成果目標③については、非常勤講師を活用した「学び直し」の取組等により目標を達成した。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

全国学力・学習状況調査の結果を見ると、小学校では算数Ａが、中学校
では国語Ｂと数学Ａの成績が全国平均を下回っている。
また、高校生の中には、学ぶ目的を持てずに学習意欲を出せない生徒
や、義務教育段階の学力が不十分な生徒が存在する。

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、小中学校の算数・数
学の教育に重点を置き、学力の向上を図っていく。
また、「探究的な学び」を実践することにより、すべての児童生
徒が意欲を持って主体的学ぶ態度を身に付けられるようにす
る。

99,740

7.00 7.00

103,441

 概算人件費 （Ｃ） 57,932 55,398 56,714 56,714

 概算事業費（B（A）+C） 83,798

 決　　算　　額（B） 25,866 43,371 43,026

概　算
人　件

費

 職員数（人） 7.00 7.00

98,769

国65.1％
数60.2％
英62.0%

達成
　その他 5,291 27,631 27,781 28,259

③

長野県学力実態調査(高２)
における基礎学力定着度
(正答率)

国66.0%
数62.1%
英61.1%

国64.7％
数59.8％
英59.6%

国65.0％
数60.0％
英60.0%

未達成
　県　債

②

「学習したことを実生活の場
面に活用する力」が全国平
均よりも高い児童生徒の割
合

小55.9％
中49.2％

小57.1％
中52.2％

小60.0％
中56.0％

小54.5％
中52.8％

①

基礎的基本的な内容の定
着度が全国平均よりも高い
児童生徒の割合

小62.6％
中55.5％

小64.4％
中54.2％

小65.0％
中60.0％

Aの
財源

　一般財源 23,372 23,588 24,195 18,468

　国庫支出金

当初予算 28,663 51,219 51,976 46,727 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 27年度 28年度

29年度

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 30年度 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算 小64.5％
中56.8％

未達成
合計（A) 28,663 51,219 51,976 46,727

課・室 教学指導課

実施期間 H3 E-mail

目指す姿

○小中学校の算数・数学に重点を置き、学力向上を図る。
○高校生の学習意欲を向上させ、自ら学び学習する生徒を育てる。
○「ものづくり県　長野」の恵まれた環境を生かし、中高生に対して科学に対する興味喚起・視野拡大・卓越性を伸長するための取組を継
続して実施することで、世界で活躍する科学技術人材を育成する。

（主な実施内容：学力向上ミーティングや全県を挙げて学力向上の気運を高めるための学力向上フォーラムの開催、高校生の希望進路の
実現を図るための進学対策講座の実施、など）

事業番号 15 05 02 事業改善シート （29年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

現状
(予算編成時)

○全国学力・学習状況調査の結果では、小学校は算数Aが、中学校は国語B、数学Aが全国平均を下回っ
た。
小学校算数A　全国78　長野県77（－１）　中学校国語B　全国67　長野県66（－１）　中学校数学A　全国62
長野県61（－１）
○高校生の中には、学ぶ目的を持てずに、学習意欲を出せない生徒や義務教育段階の基礎学力が不十
分な生徒が存在する。
○「ものづくり県　長野」を支え、けん引する科学技術人材を育成するため、「科学の長野」のイメージ定着
の気運を醸成していく必要がある。

29年度
決算額

43,026 千円

職員数 7.00 人

kyogaku@pref.nagano.lg.jp

しあわせ信州創造プラン（総合５か年計画）

プロジェクト
３　環境・エネルギー自立地域創造プロジェクト
８　教育再生プロジェクト

施策の
総合的展開

３－１　低炭素で循環型の地域社会づくり　　１　地球温暖化対策と環境・エネルギー政策の推進

７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実　　１　未来を切り拓く学力の育成

事　業　名 児童・生徒の学力向上事業費
部局 教育委員会事務局
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表

15 05 02

27年度 28年度

「未来を拓く学力」の向上事業 学力スパイラルアップ事業
直
接

・学年の系統的指導を強化したPDCAサイクルづくりの
再構築
・学力向上対策会議の開催
・学力向上に関する外部検証委員会の開催
・学力向上フォーラムながのの開催

・児童生徒の学力の状況を把握し、各学校における学
力向上に向けたPDCAサイクルづくりに役立ててもらう
ため、県内の９割の小・中学校において県独自の学力
調査を２回実施した。
・大学教授や学習産業関係者などの有識者、保護者、
学校関係者などからなる学力向上外部検証委員会を設
置し、全国学力・学習状況調査の結果などを踏まえ、
県教育委員会の施策に対しての協議を通じて、学力向
上に向けた提言をまとめた。

計画通り
○

3,307 3,802 4,126 3,800 0 3,654 8-1-2 7-1,1 4,126 H27 15-05-07

「未来を拓く学力」の向上事業 新たな家庭学習モデル創出事業 　 324 H27 15-05-07

「未来を拓く学力」の向上事業 理数教育充実事業
直
接

・教員の力を伸ばす実験実技講習会（小学校理科教員
のための観察・実験出前講習会、一流講師に学ぶ中学
校理科教員の実験実技講習会）の開催
・中学生サイエンスグランプリの実施
・S１グランプリ（算数数学問題作成コンテスト・問
題解決コンテスト）の実施

・「小学校理科教員のための観察・実験出前講習会」
を年８回開催し、延べ272名の理科教員が参加した。
また、「一流講師に学ぶ中学校理科教員の実験実技講
習会」を県内12郡市で開催し、延べ525名の理科教員
が参加した。
・中学生サイエンスグランプリを開催し、延べ13校35
チーム、200名の中学生が参加した。
・Ｓ１グランプリ2017の３部門（「問題作成」、「問
題解決」、「プレゼンテーション」）に延べ35校、
459名の児童生徒が参加した。

計画通り
○

1,262 1,345 1,337 1,337 0 717 8-1-2 7-1,1 1,337 H27 15-05-07

「未来を拓く学力」の向上事業
学力格差解消に向けた補充的な学
習サポートモデル構築事業

直
接

・地域の方が部活動指導を行うことにより、部活動顧
問である教員が補充的な学習サポートを実施

補充的な学習サポートモデル校２校（信明中学校、中
川中学校）において、地域の方が部活動指導を行い、
その間、顧問の教員が数学・英語等の教科で補助的な
学習サポートを実施した（週に１～２回）。

計画通り
○

500 500 500 500 0 385 8-1-2 7-1,1 500 H27 15-05-07

「未来を拓く学力」の向上事業
信州教育の学びの基盤づくり推進
事業

直
接

次期学習指導要領の趣旨を生かした学習指導の実施に
係る事例収集や改訂に対応する計画を策定

県下から推薦された学校長、教職員、県教委からなる
６つの部会を組織し、年２回の全体会を開催した。ま
た、それぞれの部会において、計画（理論編）の執筆
を進めた。

計画通り
○

1,004 904 0 887 8-1-2 7-1,1 1,004

高等学校学力向上推進事業費 理数系学力の伸長
直
接

学習合宿・信州サイエンスキャンプ・信州赤ひげ塾
理数系人材育成に向け、課題研究の質の向上を目的と
した信州サイエンスキャンプ事業を実施し、延べ618
名の高校生（延べ50校の高等学校）が参加した。

計画通り
○

2,060 2,082 2,082 2,082 0 2,082 15-05-08

高等学校学力向上推進事業費 進路情報活用支援
直
接

・進路指導書籍の整備・進路指導関係会議
・大学入試問題のデータベース、進路ネット情報の活
用

・就職の内容を中心とした進路指導等研究協議会を１
回、進学を中心とした進学指導推進会議、進学対策検
討会議をそれぞれ２回開催した。参加職員数はそれぞ
れ延べ69人、31人、34人であった。
・県内26校の高等学校において、「FINE SYSTEM」と
「Kei-Net」がセンター試験後の進路指導に役立てら
れている。

計画通り
○

8,874 8,881 8,701 8,701 0 8,701 15-05-08

高等学校学力向上推進事業費 進路対策実践講座
直
接

・伸びる力養成講座（記述対策）
・進学対策集中講座
・探究的な学びの推進プロジェクト（基礎学力の向
上、家庭学習習慣の確立、教員の指導方法改善等）

信州大学の入試対策として、「伸びる力養成講座」を
県内２会場で開催し、のべ175人の高校生が参加し
た。

計画通り
○

7,770 7,853 7,839 7,839 0 4,829 15-05-08

高等学校学力向上推進事業費 SSH指定校支援事業
直
接

SSH指定校（飯山・屋代）、申請予定校（諏訪清陵）
に事業を円滑に実施するための事務員を配置

飯山高校、屋代高校、諏訪清陵高校の３校が29年度
SSH指定校となり、各校に１名ずつの事務員を配置し
た。

計画通り
○

2,566 2,682 2,739 2,739 0 1,904 15-05-08

高等学校学力向上推進事業費
信州自然エネルギー・環境教育支
援事業

直
接

高等学校等の自然エネルギー・環境に関する教育活動
を支援し、成果発表会を行う。また、報告集をWeb上
に掲載し、県内に普及

高等学校５校から自然エネルギーに係る６件の研究の
応募があり、全研究を採択した。なお、駒ヶ根工業高
校の太陽光発電に係る研究を最優秀研究に選出した。

計画通り
○

2,000 2,000 2,000 2,000 0 1,567 3-2-7 3-1,1 2,000 15-05-08

未来を担う科学技術人材育成事業
科学の甲子園ジュニア（全国大
会）誘致・継続開催

直
接

　 3,973 0 15-05-11

未来を担う科学技術人材育成事業
サイエンス・アソシエーション・
プロジェクト

直
接

高等学校等が実施する産学連携による実験、実習等の
体験的・課題解決的な学習活動や、海外研修等を支援

高等学校10校16件の国内研修と４校４件の海外研修を
採択した。海外研修先は、アメリカ、タイ、マレーシ
ア、シンガポールの４か国。

計画通り
○

13,632 16,419 16,419 0 15,800 15-05-11

未来を担う科学技術人材育成事業 科学オリンピアン養成講座
直
接

中高生を対象に、「科学オリンピック」や「科学の甲
子園ジュニア」など科学分野の各種全国大会・国際大
会に向けた実力養成講座等を開催

春・秋合わせて４回の実力養成講座を実施した。延べ
78名（延べ７校）の参加があり、講座受講者のうち、
３名が本選に出場した。

計画通り
○

4,469 4,493 4,493 0 1,523 15-05-113

1

2

日常的・継続
的な教員研修

支援

学校・家庭・
地域の一体的

機運上昇

2

2

2

3

3

2

施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

1

1

1

1

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

番　号

事業番号
事　業　名 児童・生徒の学力向上事業費 部局 教育委員会事務局 課・室 教学指導課

□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）
29年度
実施
状況

29年度
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27年度 28年度

施策の
総合的
展開

予算
(千円)

実施
年度

主な点検
区分結果

総合5か年計画 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県民協働事業改善
備　考
(H28事業
番号)当初

(千円)
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

番　号

事業番号
事　業　名 児童・生徒の学力向上事業費 部局 教育委員会事務局 課・室 教学指導課

□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

細事業
No

細事業名 項目

実
施
方
法

29年度　実施内容（予定） 29年度　実施内容（実績）
29年度
実施
状況

29年度

未来を担う科学技術人材育成事業 ＪＡＸＡスペースツアー
委
託

中学生を対象に、つくば市内にあるＪＡＸＡで宇宙飛
行士体験やＪＡＸＡ宇宙飛行士の油井亀美也さんとの
交流を実施（委託先：近畿日本ツーリスト㈱長野支
店）

県内各地から作文及びプレゼンテーション審査を通過
した30名の中学生が参加し、JAXA筑波宇宙センターに
おいて、油井亀美也さんとの交流会を実施した。

計画通り
○

1,162 1,162 0 977

28,663 51,219 52,402 51,976 0 43,026 8,967

3

合　　　　計


